
令和２年度第１回 大和市文化財保護審議会（書面開催） 会議録              

審議日程：令和２年７月３１日～令和２年８月２４日 

 

 

出席者等 

委 員 

（５名） 

◎金子 皓彦、○鈴木 通大、坂本 要、神崎 直美、田中 徳久 

事務局 

（３名） 

市長、文化スポーツ部長、文化振興課長、市史・文化財係長 

◎…会長 ○…職務代理者 

 

公開・非公開の状況                                 

 ■公開 □非公開 □一部非公開 

（非公開・一部非公開の場合はその理由） 

 

会議次第                                           

 

１ 委員の委嘱について 資料 1 

２ 関連規定について 資料 2-1～2-2 

３ 会長の選出 資料 3 

４ 議事 

（１）平成 31年度（令和元年度）郷土民家園指定管理者事業報告概要及び評価について 

資料 4-1～4-2 

（２）令和 2年度文化財保護事業の予定について 

資料 5-1～5-4 

 

会議要旨                                           

 

１ 委員の委嘱について 

任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

２ 関連規定について 

審議会の公開等について。 

３ 会長の選出 

会長に金子皓彦委員が選出された。なお、会長が職務代理者に鈴木通大委員を指定した。 

４ 議事 

（１）平成 31年度（令和元年度）郷土民家園指定管理者事業報告概要及び評価について 

事業報告概要のうち、展示事業の項に日数と平均来園者数を追加する（本会議録に修

正資料を添付）。評価については事務局案のとおりとする。 

（２）令和 2年度文化財保護事業の予定について 

委員の意見や質疑の内容を踏まえて、資料のとおり今年度の文化財保護事業を実施し

てほしい。 



会議の概要                                           

（□委員 △事務局） 

 

３ 会長の選出 

 

（資料 3）会長の選出について 

 

【審議結果】 

委員の過半数の推薦により、金子皓彦委員が会長に選出された。なお、大和市文化財保

護審議会規則第 3条第 3項において、会長が職務代理者を指定することとされており、会

長に選出された金子皓彦氏が鈴木通大委員を指定した。 

 

【意見・質疑】 

□ 金子皓彦委員を会長に推薦 3名 

□ 会長の選出を事務局に一任 2名 

 

 

４ 議事 

 

（１）平成 31年度（令和元年度）郷土民家園指定管理者事業報告概要及び評価について 

 

（資料 4-1）平成 31年度（令和元年度）指定管理者事業報告概要及び評価（案） 

（資料 4-2）審議票（平成 31年度（令和元年度）郷土民家園指定管理者事業報告概要及び

評価について） 

 

【審議結果】 

事業報告概要のうち、展示事業の項に日数と平均来園者数を追加する。評価については

事務局案のとおりとする。 

 

【意見・質疑】 

□管理運営に対する市の評価は公正かつ適正であると判断する。 

□例年多くの事業を市民の皆さんに提供していることに敬服している。 

□人件費等の増加に伴って収支決算が赤字となっているが、どのように補填されるのか。 

△指定管理者の自主的な経営努力で指定管理料から剰余金が発生した場合でも原則として

市に還元することは行わない一方で、不足することとなっても原則として補填は行わな

い。指定管理に関する協定書でも「人件費、物品費等物価変動に伴う経費の増加等」の

リスクは指定管理者が分担することになっている。次期指定管理料の上限額（市からの

提示額）については、近年の人件費の上昇等を踏まえた積算を行う。 

□指定管理料に不足が生じると指定管理者が消極的になり多彩な事業の展開や安定した管

理運営が期待できなくなる。市は規定にとらわれず柔軟に補填を検討すべきだ。 

□指定管理者が新しい事業等に積極的に取り組み、より良い運営がなされるよう、市は予

算確保に努めてほしい。 

□展示事業について、期間内の日数と一日平均の来園人数を記載するとわかりやすいが。 



△資料の該当部分を修正した。 

□団体利用について、利用者名等が具体的に示された資料を見たかった。 

△団体利用の具体的な内容については、令和元年度第 2回審議会で指定管理者から報告が

あったとおりとなる。参考として前回会議の資料をお示しする（本会議録に参考資料を

添付）。 

□令和 2年 2月までの入園者数が前年度より約 4,000人の増加だったとなっているが、増

加原因をしっかり分析して今後の運営に役立ててもらいたい。 

□オンラインの事業展開、YouTubeでの動画配信等に積極的に取り組んでもらいたい。 

 

（２）令和 2年度文化財保護事業の予定について 

 

（資料 5-1）令和２年度文化財保護事業の予定 

（資料 5-2）大和市指定文化財一覧 

（資料 5-3）令和２年度郷土民家園指定管理者自主事業等計画 

（資料 5-4）審議票（令和２年度文化財保護事業の予定について） 

 

【審議結果】 

委員の意見や質疑の内容を踏まえて、資料のとおり今年度の文化財保護事業を実施して

ほしい。 

 

【意見・質疑】 

□市の文化財保護事業は多岐にわたって充実した内容でかつ適切な運営がなされていると

思う。この基本方針（理念）を踏襲して文化財事業の発展に寄与してもらうよう期待し

ている。 

□収蔵している民俗資料はどのような形式で整理・管理しているか（資料台帳・カードの

作成や、データベース化など）。 

△資料受入れ時に受入番号の付番、資料カードの作成、データ台帳（Microsoft Excel）へ

の入力を行っている。古くに受入れた資料は受入番号の付番が無かったり、台帳への記

載が漏れていたりするので、順次再整理作業を実施している。 

□有形民俗文化財は「福田の廻り地蔵および講中道具」の１点のみだが、今後指定をする

計画はあるか。 

△候補資料として『大和市史研究第 40号』「大和市の桶職人と道具について」（鈴木通大、

柏柳豊）で紹介された桶職人の道具（下和田）がある。今後調査と整理作業を進めて、

まずは報告書の刊行を目指す。 

□新型コロナウイルス感染症の流行のため市民向け事業を中止しなければならない状況を

残念に思う。感染防止に努めながら制限付きで開催できる事業もあるだろうから実現し

てほしい。また、文化事業が市民の皆さんと疎遠にならないよう情報発信をする必要が

ある。 

△展示事業などは感染防止対策を施しながら順次開催する予定。講座事業等も飛沫感染防

止策を講じながら開催できないか検討を行う。 

□新型コロナウイルス感染症対策として近場での学習・行楽が勧められているので、この

機に積極的に市の文化財事業を宣伝し、地域の文化財について知ってもらうとよい。 

□郷土民家園小川家屋根の葺き替え工事は、予算を確保して確実に実施してほしい。 



□本審議会は書面開催だったが、委員や事業担当との直接的なやり取りがやはり大切だと

感じたので、次回はオンライン開催を希望する。 

□時間短縮や広い会場を確保するなどして、審議会を対面で開く必要がある。 

△今後の審議会の開催方法については事務局で検討する。 

 



令和 2年度 第 1回大和市文化財保護審議会                                            

（資料 4-1）※令和 2年 8月 19日修正 

平成３１年度（令和元年度） 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 

 

施 設 名 大和市郷土民家園 

指定管理者 公益財団法人スポーツ・よか・みどり財団 

指 定 期 間 平成 28 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

 

１．事業報告概要 

 

  【業務実施状況】 

   ●施設の総括管理及び庶務 

 

管理運営体制 常時 2名 

開 園 状 況 毎週月曜日(休日の場合翌日)及び年末年始(12/29～1/3)を除く毎日 

※新型コロナウイルスの影響により 3/1～3/31まで休園 

開 園 時 間 午前 9時～午後 4時 30分(7/21～8/31は午後 5時まで) 

 

●施設の利用受付及び庶務 

    ◎年間利用者数 

     カウンター集計による利用者数…39,004人 

     記帳集計による利用者数…20,106人 

 

（記帳集計内訳） 

区 分 市 内 市 外 県 外 合 計 

一 般 10,496人 8,602人 1,008人 20,106人 

 

◎施設利用受付・説明等 

     小中学校…市内 5校、市外 18校、計 23校 

     その他団体…市内 10団体、市外 20団体、計 30団体 

 

    ◎施設利用者に対する歴史説明 

     来園者の要望に応じて、大和の歴史(古民家・農耕・養蚕)等の説明を実施。 

 

●園内清掃、環境整備及び簡易な修繕等 

 

園内清掃  定期園内清掃 

施設内清掃 旧北島家・旧小川家両施設の清掃。茅葺屋根等防虫のため両施設を燻

蒸(開園日一日交代)。 

植物管理  除草、草刈、高木・低木剪定、生垣剪定、畑・水田管理等を実施。 

簡易修繕  管理施設、備品等の簡易修繕を実施。 



民具作製  竹とんぼ・お手玉・ブンブンごま等を作製 

巡回・警備 開園時間中、常時 1名巡回警備。閉園時間中は機械警備を実施。 

消防訓練  文化財防火デー(1/26)にちなんで(1/24)に実施。 

 

●事業の実施 

（自主事業） 

  事業名 開催日 
参加者(観覧含む)・

来園者数 

1 
こどもの日まつり 

～昔のおもちゃで遊ぼう～ ※ 

5/4 

5/5 

479人 

871人 

2 小麦脱穀体験 ※ 6/16 311人 

3 七夕の調べ ※ 
7/6 

7/7 

84人 

129人 

4 カイコを知ろう（定員 15組） 7/15 15組/35人 

5 夏のまゆ工作体験（定員 12組） 8/10 12組/12人 

6 十五夜団子を作ろう（定員 15組） 9/8 13組/29人 

7 古民家でお月見 ※ 9/13 218人 

8 民家園の秋まつり ※ 11/3 448人 

9 籾摺り・精米作業実演 ※ 11/10 277人 

10 正月飾りを作ろう（定員 20組） 12/22 20組/26人 

11 初春の七草粥 ※ 1/7 140人 

12 ☆冬のまゆ工作体験(定員 12組) 1/12 12組/15人 

13 味噌作り（定員 20組） 
2/15 

2/16 
20組/24人 

14 民家園の春まつり ※ 3/1 
新型コロナウイルス

拡大防止のため中止 

15 

箏のしらべとともにお話の世界へ ※ 

●7/6は七夕の調べと同時開催 

●9/13は古民家でお月見と同時開催 

7/6 

9/13 

10/26 

2/22 

27人/84人 

40人/218人 

25人/154人 

31人/310人 

15 機織り実演 ※ 

4/26 

5/31 

7/26 

8/9 

9/13 

10/11 

11/15 

12/6 

1/31 

4人/53人 

5人/75人 

6人/162人 

1人/56人 

5人/218人 

7人/37人 

88人/128人 

159人/177人 

180人/349人 

※印の事業は自由参加制。参加者数は来園者数。 ☆印の事業は新規事業 



 

（市内３館合同企画展示） 

 企画展名 開催期間 来園者数 

1 

市内 3館合同企画展 

「古民家でなつやすみ～「むかしのあそび」や「ま

ゆ工作」を体験しよう」 

7/20～8/25 

（32日） 

3,002人 

（93.8人） 

2 
市内 3館合同企画展 

「古民家でひな祭り」 

2/8～2/24 

（15日） 

4,423人 

（294.9人） 

※開催期間のカッコ内は開催日数、来園者数のカッコ内は一日あたりの平均人数 

 

（年中行事展示） 

 事業名 展示期間 来園者数 

1 
端午の節供展示 

4/13～5/6 

（22日） 

6,543人 

（297.4人） 

2 
七夕飾り展示 

6/29～7/7 

（8日） 

575人 

（71.9人） 

3 
カイコの飼育展示 

7/17～8/12 

（24日） 

2,274人 

（94.8人） 

4 
お盆の砂盛り展示 

8/10～8/16 

（6日） 

475人 

（79.2人） 

5 
十五夜団子飾り展示 

9/7～9/16 

（9日） 

987人 

（109.7人） 

6 
十三夜団子飾り展示 

10/5～10/14 

（8日） 

770人 

（96.3人） 

7 ヨーカゾーの目カゴ飾り展示 
11/30～12/8 

（8日） 

1,039人 

（129.9人） 

8 
正月飾り展示 

12/24～1/7 

（8日） 

714人 

（89.3人） 

9 
春の七草展示 

12/24～1/7 

（8日） 

714人 

（89.3人） 

10 繭玉団子飾り展示 
1/11～1/15 

（4日） 

708人 

（177人） 

11 
ヨーカゾーの目カゴ飾り展示 

2/1～2/8 

（7日） 

1,193人 

（170.4人） 

12 
お雛様飾り展示 

2/8～2/24 

（15日） 

4,423人 

（294.9人） 

※開催期間のカッコ内は開催日数、来園者数のカッコ内は一日あたりの平均人数 

 

 

 

 



【業務実施状況に関する補足説明】 

   ●施設利用者数の前年度比 

カウンター集計数：1,727人減  記帳集計数：3,943人減 

   ●新型コロナウイルスの影響による休園日を除く、施設利用者数の前年度比 

    カウンター集計数：4,016人増  記帳集計数：254人減 

 

 



２．収支決算概要                                                             

 

（単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に支払った金額） 

8,606,000 人件費 

(給料手当、臨時雇賃金、福利厚生費) 

7,066,010 

その他収入 

（事業参加料・民家園販売売上等） 

294,827 事業費 

(会議費、旅費交通費、消耗品費、保

険料、諸謝金、負担金) 

205,097 

  光熱水料費 

(電気料、水道料) 

367,711 

  施設管理費 

(通信運搬費、消耗品費、修繕費、燃

料費、賃借料、保険料、租税公課、負

担金、委託費) 

1,975,384 

収入計（①） 8,900,827 支出計（②） 9,614,202 

 

収支決算 △713,375 

 

【収支決算に関する補足説明】 

     ・人件費及び光熱水料費の増加に伴い、収支決算が赤字となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．管理運営に対する評価等 

 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。評価にあたっては、文化財保護

審議会からの意見聴取（令和 2年 7月 31日～8月 24日に書面審議）を行いました。 

 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

評価 施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られている。 

●施設の利用許可事務については、条例などに則り適切に行われている。 

●外部広報媒体を積極的に活用し、ホームページ等でも事業の様子やお知らせを公開している。 

●無料参加型行事の実施や、団体の施設利用・説明など、施設の平等利用を図っている。 

●利用者からの意見・苦情等については、内外への周知を含めて適切に対応している。 

●利用者アンケート・事業アンケートを実施・分析し、サービスの向上に努めている。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

評価 施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われている。 

●規定の年中行事を実施している。自主事業として、こどもの日まつり、味噌作り体験、秋のま

つりなどが継続して人気定例事業となっているほか、古民家の来歴・特色・雰囲気を活かした

朗読・演奏公演なども積極的に実施し、人気となっている。また、泉の森内という立地の特徴

を活かした郷土民家園オリジナル商品の作製など、多様な事業を行っている。 

●つる舞の里歴史資料館・下鶴間ふるさと館との合同企画展も実施し、市内の文化財普及啓発活

動にも取り組んでいる。 

●新型コロナウイルスの影響により 3 月に休園したため、全体の来園者数は前年度からやや減少

している。しかし、2月までは約 4,000人の増加であり、前年度より増加傾向にあった。 

●事業参加者数の集計やアンケートの実施により事業の課題を把握し、改善に努めている。 

（今後の課題） 

2月までは来園者数が前年度より増加傾向にあったため、事業内容を工夫した結果とみられる。

今後は新型コロナウイルスの感染拡大を防止しつつ、来園者数の回復を図る必要がある。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

評価 施設の適切な維持及び管理が図られている。 

●各種点検、報告等は仕様書・協定書等に沿って漏れなく実施されている。施設の清掃や植物の

管理及び施設の補修も適切に行われた。 

●指定文化財である貴重な古民家を今後も適切に保存していくには長期的視野にたった大規模修

繕も必要なため、市と連絡調整を密にし、施設の現状等の情報を共有する必要がある。修繕で

きる部分は直しているが、新たな修繕箇所も出てきているため、その都度修繕をおこなってい

くべきである。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

評価 施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有している。 

●学芸員の有資格者を計画的に配置し、施設の管理を適切に行う体制を整えている。 

●施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断している。 

●地域住民をボランティアとして活用し、各人の得意分野を活かしている。また、地域団体との

連携事業にも積極的に取り組んでおり、地域に根付いた事業を展開している。 

 



平成31年度　郷土民家園団体見学

平成31年度利用団体一覧（中止含む）

学校・団体名 学年 見学日時 人数 説明 玩具 備考

1 市外・その他 松友会 - 平成31年4月3日 25 月 件数 説明あり 総合計 55

2 市外・その他 つるま屋 - 平成31年4月9日 12 4月 7 0 見学を中止した団体 2

3 市内・その他 さくらの森保育園 - 平成31年4月18日 23 5月 9 6 見学を実施した団体 53

4 市内・その他 西鶴間保育園 - 平成31年4月19日 43 6月 3 1

5 市外・その他 鎌倉緑の会 - 平成31年4月24日 16 7月 4 0

6 市内・その他 さくらの森保育園 - 平成31年4月25日 25 8月 1 0 小学校合計 25

7 市内・その他 上草柳地区境福祉協議会 - 平成31年4月29日 300 9月 1 0 市内の小学校 6

8 市外・その他 フルゴスペル大和教会 - 令和1年5月2日 10 10月 5 2 市外の小学校 19

9 市外・学校 座間養護学校高等部相模向陽館分教室 2 令和1年5月15日 13 ○ 11月 8 5

10 市外・学校 座間養護学校高等部相模向陽館分教室 2 令和1年5月15日 9 ○ 12月 4 3 その他団体合計 30

11 市外・その他 星光会旭支部 - 令和1年5月17日 24 1月 8 5 市内のその他団体 10

12 市内・その他 上草柳・中央地区健康普及委員 - 令和1年5月19日 31 2月 5 4 市外のその他団体 20

13 市内・その他 Ｌｅｔｓ倶楽部大和 - 令和1年5月22日 12 ○ 3月 1 1

14 市内・その他 Ｌｅｔｓ倶楽部大和 - 令和1年5月23日 12 ○ 合計 56 27

15 市内・その他 Ｌｅｔｓ倶楽部大和 - 令和1年5月24日 7 ○

16 市外・その他 茅ヶ崎稲門会 - 令和1年5月25日 24 ○

17 市外・その他 こまわくらぶ - 令和1年6月1日 19

18 市外・学校 横浜市立新橋小学校 3 令和1年6月4日 125 ○ ○
19 市外・学校 座間養護学校高等部相模向陽館分教室 1 令和1年6月13日 16

20 市内・その他 大和市健康普及委員OB会 - 令和1年7月13日 45

21 市内・その他 鶴間地区社会福祉協議会 - 令和1年7月20日 100

22 市外・その他 彩歩の会 - 令和1年7月25日 28

23 市外・その他 神奈川歩け歩け協会 - 令和1年7月28日 50

24 市外・その他 横浜体育クラブ - 令和1年8月2日 45

25 市外・その他 森遊倶楽部 - 令和1年9月19日 45

26 市外・学校 座間市立旭小学校 2 令和1年10月11日 73 ○ ○ 中止

27 市外・学校 海老名市立柏ヶ谷小学校 1 令和1年10月17日 65 ○ ○

28 市外・学校 横浜市立桜台小学校 3 令和1年10月18日 88 ○ ○

29 市外・学校 座間市立東原小学校 2 令和1年10月30日 98 ○ ○

30 市内・学校 大和市立桜丘小学校 3 令和1年10月31日 82 ○ ○

31 市外・学校 綾瀬市立北の台小学校 2 令和1年11月1日 69 ○ ○

32 市外・学校 綾瀬市立早園小学校 2 令和1年11月1日 60

33 市内・学校 大和市立福田小学校 2 令和1年11月1日 110 ○ ○

34 市内・学校 大和市立下福田小学校 3 令和1年11月7日 80 ○ ○

35 市外・その他 四季彩の会 - 令和1年11月8日 9

36 市外・その他 藤沢市科学少年団 - 令和1年11月10日 130

37 市外・学校 横浜市立川島小学校 3 令和1年11月15日 83 ○ ○

38 市外・学校 横浜市立上星川小学校 3 令和1年11月28日 76 ○ ○

39 市外・その他 四季彩の会 3 令和1年12月6日 159 ○ ○

40 市外・学校 横浜市立上菅田小学校 3 令和1年12月6日 159 ○ ○

41 市外・学校 横浜市立都岡小学校 2 令和1年12月12日 60 ○ ○

42 市外・その他 AKB歩こう会 - 令和1年12月24日 12 　
43 市外・その他 海上自衛隊第4航空群 - 令和2年1月8日 20

44 市外・その他 山形県人会 - 令和2年1月12日 16

45 市外・学校 横浜市立相沢小学校 3 令和2年1月15日 53 ○ ○

46 市外・学校 横浜市立今宿小学校 3 令和2年1月16日 109 ○ ○

47 市外・その他 全国森林インストラクター神奈川会 - 令和2年1月17日 38

48 市外・学校 横浜市立南本宿小学校 3 令和2年1月24日 79 ○ ○

49 市外・学校 横浜市立白根小学校 3 令和2年1月29日 109 ○ ○

50 市内・学校 大和市立緑野小学校 3 令和2年1月31日 178 ○ ○

51 市外・その他 川崎里山歩き隊 - 令和2年2月2日 16

52 市内・学校 大和市立大野原小学校 3 令和2年2月19日 121 ○ ○

53 市外・学校 横浜市立坂本小学校 3 令和2年2月20日 127 ○ ○

54 市外・その他 おりづる苑せりがや - 令和2年2月20日 15

55 市内・学校 大和市立文ヶ岡小学校 3 令和2年2月28日 121 ○ ○ 中止

54
55
56
57
58

月別団体見学件数（中止を含む）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2019年度 月別団体見学件数（中止を含む）
件数 説明あり

平成26年

度

平成27年

度

平成28年

度

平成29年

度

平成30年

度

平成31年

度

系列2 4,588 4,979 4,643 4,484 4,408 3,474

系列1 49 72 58 52 73 53

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

団
体
見
学
件
数

団
体
見
学
者
数

平成26～平成31／令和元年度 団体見学者数・見学実施件数推移

１２


